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先生方へ 

HIV 感染症治療薬(抗 HIV 薬及び HIV 関連疾患治療薬)共同使用成績調査(以下、本調査)へ

ご協力頂きありがとうございました。 

本調査にて収集された当該薬剤の使用実態、有効性及び安全性についての情報を医療の現

場にフィードバックするため、1997 年調査開始時より年度毎に調査結果の概要を別途、冊

子としてまとめてきておりますが、今回、直近の調査期間である九年次(2005 年 4 月 1 日～

2006 年 3 月 31 日)における使用実態のデータを加え、本調査結果の概要について、簡潔に

まとめた要約版の小冊子を作成いたしました。本小冊子が診療のご参考になれば幸いと考え

ております。 

なお、本小冊子は、HIV 診療に携わる専門医の先生方のご意見を参考に作成致しました。 
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調査対象全症例における治療開始後のCD4数及びHIV-RNAコピー数の推移

治療開始後のＣＤ４数の推移*

（調査期間：１９９７年４月から２００６年３月） (n=2216)

* 治療開始時を含め2点以上測定された症例にて使用された併用療法の薬剤が変更されるまでのデータを採用した。
　 変更が行われた場合は打ち切りとした。
**治療経験が有る患者は、治療開始時の併用療法の薬剤が１剤でも変更された症例を採用した。

治療開始後のＨＩＶ－ＲＮＡコピー数の推移*

（調査期間：１９９７年４月から２００６年３月） (n=2048)

*　HIV-RNA コピー数の400未満については便宜上一律399として作表した。
    HIV-RNAコピー数のMean±S.D.は、対数変換後算出を行った。
    治療開始時を含め2点以上測定された症例にて使用された併用療法の薬剤が変更されるまでのデータを採用した。
    変更が行われた場合は打ち切りとした。
**治療経験が有る患者は、治療開始時の併用療法の薬剤が１剤でも変更された症例を採用した。
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治療開始後のＣＤ４増加数の推移*

（調査期間：１９９７年４月から２００６年３月） (n=2216)

CD4数については治療開始時（投与後０ヶ月）を０とし、その後の差分を表した。
* 治療開始時を含め2点以上測定された症例にて使用された併用療法の薬剤が変更されるまでのデータを採用した。
　 変更が行われた場合は打ち切りとした。
**治療経験が有る患者は、治療開始時の併用療法の薬剤が１剤でも変更された症例を採用した。
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調査対象全症例における生存率及び治療開始時のCD4数別生存率

ＨＲＤ共同調査生存率１
全症例のカプランマイヤー法による生存率

（調査期間：１９９７年４月から２００６年３月）

ＨＲＤ共同調査生存率２
*

治療開始時CD4数で層別した場合のカプランマイヤー法による生存率
（調査期間：１９９７年４月から２００６年３月）

Log rank test P=0.000 **
DF=4

*治療開始時のCD4数が不明の症例は除外した。 治療開始時CD4数 Log rank test

 本解析では、群毎の患者背景（前治療歴の有無など）や 500未満 vs 500以上 P=0.412   
 治療内容(２剤以下の抗ＨＩＶ療法の構成比など)による影響は考慮していない。 350未満 vs 350以上 P=0.014  *

 また、生存年数９年目の集計では、打ち切り(転院等による追跡不能例、 200未満 vs 200以上 P=0.000 **
 生存しているが調査終了により追跡ができない例など)により各群の症例数が 100未満 vs 100以上 P=0.000 **
 治療開始症例数の7％から27％とばらつきがある。 
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調査対象全症例における治療経験有無別の治療開始時のCD4数及びHIV-RNAコピー数

治療経験が無い患者（naive患者）への治療開始時のＣＤ４数
（調査期間：１９９７年４月から２００６年３月） (n=1247)

併用療法薬剤変更時のＣＤ４数
（調査期間：１９９７年４月から２００６年３月） (n=1247)

※治療マーカーの数値は必ずしも現在の推奨治療域と一致しているわけではありません。
治療開始にあたっては、最新ガイドライン等を参照、若しくは専門医にご相談ください。

○ CD4数100未満で治療されている患者については、エイズ発症後に来院し治療を開始している等の要因が考えられた。
   治療開始前の測定結果がある治療経験が無い患者で治療開始後薬剤の変更経験がある症例を採用した。
○ 併用療法薬剤変更時のCD4数は、治療経験が無い患者への初回処方直後の変更処方区間のみのデータを採用した。

治療経験が無い患者（naive患者）への治療開始時のHIV-RNAコピー数
（調査期間：１９９７年４月から２００６年３月） (n=1066)

併用療法薬剤変更時のHIV-RNAコピー数
（調査期間：１９９７年４月から２００６年３月） (n=1066)

※治療マーカーの数値は必ずしも現在の推奨治療域と一致しているわけではありません。
治療開始にあたっては、最新ガイドライン等を参照、若しくは専門医にご相談ください。

○HIV-RNAｺﾋﾟｰ数400未満で治療されている患者については、多剤併用療法が本邦においても開始された1997年当時の
ガイドライン等でウイルス量に関わらず早期に治療を開始することが推奨された等の影響が考えられた。

   治療開始前の測定結果がある治療経験が無い患者で治療開始後薬剤の変更経験がある症例を採用した。
○ 併用療法薬剤変更時のHIV-RNAｺﾋﾟｰ数は、治療経験が無い患者への初回処方直後の変更処方区間のみのデータを採用した。
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  2003年度(2003年4月から2004年3月まで)から2005年度(2005年4月から2006年3月まで)に使用された
併用療法の種類（薬剤組合せ）

※必ずしも現在の治療ガイドライン等で推奨される併用療法薬剤組合せと一致しているわけではありません。 * 併用された薬剤１剤でも変更されれば「変更」とカウントし、

治療開始にあたっては、最新のガイドライン等を参照、若しくは専門医にご相談ください。   年度内に２度、３度変更されれば、重複カウントした。

○ 本調査結果は、本邦におけるエイズ診療の中核となる医療機関での2003年度から2005年度までの多剤併用療法の使用実態抜粋である。

2003年度に治療開始した患者（治療経験が無い患者：naive患者)
への併用療法薬剤組合せトップ５

(n=207)

その他 (n=26)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=41)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ
(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ｶﾚﾄﾗ (n=36)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ
(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+
ｻﾞｲｱｼﾞｪﾝ (n=8)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+
ｶﾚﾄﾗ (n=27)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ
(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=69)

2003年度併用療法の薬剤変更後に使用された併用療法
薬剤組合せトップ１０ *

(累積n=2170)

その他 (n=814)
ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+

ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=278)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+

ﾋﾞﾗｾﾌﾟﾄ (n=228)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ

(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ｸﾘｷｼﾊﾞﾝ (n=41)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+ｶﾚﾄﾗ

(n=104)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｻﾞｲｱｼﾞｪﾝ

(ｴﾌﾟｼﾞｺﾑ含む)+

ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=40)

ｳﾞｧｲﾃﾞｯｸｽ+ｾﾞﾘｯﾄ+

ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=39)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｳﾞｧｲﾃﾞｯｸｽ

+ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=38)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ

(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ﾋﾞﾗｾﾌﾟﾄ (n=196)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ

(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ｶﾚﾄﾗ (n=111)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ

(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=281)

2004年度に治療開始した患者（治療経験が無い患者：naive患者)
への併用療法薬剤組合せトップ５

(n=216)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ﾋﾞﾘｱｰﾄﾞ+
ﾉｰﾋﾞｱ+ﾚｲｱﾀｯﾂ

(n=32)

その他 (n=61)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=22)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ
(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ｶﾚﾄﾗ (n=22)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ
(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=18)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ﾋﾞﾘｱｰﾄﾞ+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=61)

2004年度併用療法の薬剤変更後に使用された併用療法
薬剤組合せトップ１０ *

(累積n=2753)

その他 (n=1072)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=275)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ
(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=344)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ﾋﾞﾘｱｰﾄﾞ+ｽ
ﾄｯｸﾘﾝ (n=196)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ
(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+
ﾋﾞﾗｾﾌﾟﾄ (n=185)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+
ﾋﾞﾗｾﾌﾟﾄ (n=188)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｻﾞｲｱｼﾞｪﾝ
(ｴﾌﾟｼﾞｺﾑ含む)+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=53)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ﾋﾞﾘｱｰﾄﾞ+
ﾉｰﾋﾞｱ+ﾚｲｱﾀｯﾂ

(n=102)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ
(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ｶﾚﾄﾗ (n=160)
ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+
ｶﾚﾄﾗ (n=128)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ﾋﾞﾘｱｰﾄﾞ+ｶ
ﾚﾄﾗ (n=50)

2005年度に治療開始した患者（治療経験が無い患者：naive患者)
への併用療法薬剤組合せトップ５

(n=114)

その他 (n=52)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｻﾞｲｱｼﾞｪﾝ
(ｴﾌﾟｼﾞｺﾑ含む)+

ｶﾚﾄﾗ (n=12)
ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｻﾞｲｱｼﾞｪﾝ
(ｴﾌﾟｼﾞｺﾑ含む)+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=10)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+
ｶﾚﾄﾗ (n=13)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ﾋﾞﾘｱｰﾄﾞ+
ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=13)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｻﾞｲｱｼﾞｪﾝ
(ｴﾌﾟｼﾞｺﾑ含む)+
ﾉｰﾋﾞｱ+ﾚｲｱﾀｯﾂ

(n=14)
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(累積n=1636)

その他 (n=709)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+ｶﾚﾄﾗ

(n=54)

ｴﾑﾄﾘﾊﾞ+ﾋﾞﾘｱｰﾄﾞ

(ﾂﾙﾊﾞﾀﾞ含む)+

ﾉｰﾋﾞｱ+ﾚｲｱﾀｯﾂ

(n=42)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｻﾞｲｱｼﾞｪﾝ

(ｴﾌﾟｼﾞｺﾑ含む)+

ﾉｰﾋﾞｱ+ﾚｲｱﾀｯﾂ

(n=41)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ﾋﾞﾘｱｰﾄﾞ+

ﾉｰﾋﾞｱ+ﾚｲｱﾀｯﾂ

(n=102)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+

ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=77)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ

(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=176)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ﾋﾞﾘｱｰﾄﾞ+

ｽﾄｯｸﾘﾝ (n=145)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ

(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ﾋﾞﾗｾﾌﾟﾄ (n=102)

ｴﾋﾟﾋﾞﾙ+ｾﾞﾘｯﾄ+

ﾋﾞﾗｾﾌﾟﾄ (n=98)

ﾚﾄﾛﾋﾞﾙ+ｴﾋﾟﾋﾞﾙ

(ｺﾝﾋﾞﾋﾞﾙを含む)+

ｶﾚﾄﾗ (n=90)
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